
 

第２回 横浜市戸塚区福祉保健活動拠点指定管理者選定委員会会議録 
日 時 平成 27 年 2 月 26 日（木）10 時 00 分～12 時 00 分 
開 催 場 所 戸塚区役所 8 階中会議室 2 
出 席 者 選定委員：新井 敏行、石井 利明、落合 清子、髙村 美智子、田辺 由美子、

西尾 敦史、宮坂 俊彦、鷲見 悦子（50 音順） 
事務局：林 昭宏（福祉保健センター担当部長）、嘉代 哲也（福祉保健課長） 
    林 正隆（福祉保健課事業企画担当係長）、小林 満（福祉保健課） 
    田中 芳晴（福祉保健課） 

欠 席 者 なし 
開 催 形 態 公開（傍聴者０人） 
議 題 １ 申請法人の面接 

２ 指定管理者優先候補者の選定審査 
決 定 事 項 １ 指定管理者優先候補者を選定しました 
議 事 

 
（事務局）戸塚区社会福祉協議会から提出された応募書類に書類上不備はありませ

んでした。また、市税滞納状況の調査及び、役員が暴力団体とかかわり

が無いかの調査及び、財務状況調査の結果についてはいずれも問題あり

ませんでした。 
（応募法人のプレゼンテーション） 

（委 員）第３期にあたりどういう事業を展開しようとしているのか？ 
（法 人）さまざまな分野、各地域のボランティア団体と双方向で連携を 
    深め、地域の方々に寄り添った施策を進めていけるように区民の皆様が 
    主体となったネットワークづくりを進めていきたい。 
     また拠点の利用者がより良い環境で利用ができるように、「窓口満足 
    度調査」の結果を拠点の運営に反映していきます。 
     今まで区社協で培った強みを生かしながら、区と協働して区民のニーズ 
    に沿った運営を行います。 
     災害時には、災害ボランティアセンターとしての機能が図れるよう 
    日頃から災害ボランティアの育成に努めてまいります。 
     区社協の情報ネットワーク、事業の展開力、総合力を今後も活かして   
    運営していきたいと考えています。 
（委 員）講座参加者の募集方法は？ 
（法 人）各講座の目的にそって特定の対象者に絞ったり、広く区民に周知できる 
    ように広報誌や区の広報を利用し参加者を募集しています。 
（委 員）平成２５年度に積み立てていた資金を取り崩しているが？ 
（法 人） 新規事業への助成金制度を創設し内部留保を減らしたいと考えました。 
    新規ボランテ ィア団体の立ち上げに利用してもらいたい。 
（委 員） 職員異動のサイクルは？ 
（法 人） 最大７年を目安にして、本人の意向も考慮して決めています。 



 

（採点・集計） 
（事務局）集計の結果最低基準点を上回りました。 
（委 員）次期指定管理者の優先候補者としてよろしいでしょうか。 
（全委員）異議なし。 
（委 員）得点は法人に伝えるのか。 
（事務局）大項目と合計点を公表していきます。 
（委 員）法人に対して、どこの項目の評価が良くまたは悪かったのか、伝えた方

が良いのではないか。 
（事務局）検討します。 
 

資 料 
・ 

特 記 事 項 

１ 資料 
・指定管理者の選定における市税納付状況確認の照会結果について 
・指定管理者公募に伴う団体役員等の照会結果について 
・財務分析結果報告書 

 


